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房総 北部 に 於 ける ウラ ナミ シジミ 
④ 個体 変異 
根 本 末 リ 


Lampides boeticus in the northern part of Boso district (Chiba Pref.) 


(4) variation 
By Sug NEworo 
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" NR 特に 個体 差 に 就 い て は 資料 も 少く 今後 研究 を 要する 問題 で ある が , 敢えて と と に 報告 し て 

ウラ ナミ シン ジミ に 関心 を 持た れる 方 々 の ご ど 研 究 を お 願い し た い . 

i 船 瀬 太郎 , 須田 孫 七 諸氏 か ら の 助言 ご 指導 に 深く 感謝 する 

1 個体 差 に 就 い て 
























































































































































8 月 以降 の 月 別 前 次長 は 右 の 通り で ある . 1 8 9 
食 晶 及 気 温 C に よっ て 大 き さ の 異 る こと は 他 の ohaha 14h516 1718hI9I1OIh1h21314 1516 1718Ih9 
種 と 変り な い . 本 種 の 場合 この 数 字 も 少 い 資 J 
料 で あり , 成虫 も 当地 方 で 発生 し た も の , 他 8 a aha | 2 41112 5|1 
地方 か ら 移動 し た も の が 入り 混 り , 当地 方 
発生 の も の で 同じ 時 期 の も ゃ の で も ゃ る 食 草 が 異 り 9 111121515 36I29I14| 1 | 5 6 127|3016 2 
( 別 報 ) 同様 で な い 。 同じ 食 草 で あっ て る も 栽 [ 
塔 マ ス 類 な れ ば 連作 。 輸 作 等 殺 培 方 法 及 施 肥 0 MNO | 和 細 陸 
に よっ て 食 草 成分 が 異 る 等 々 , 比較 は 相当 基 | | 
し いと と で あろ. 人 劉 草 に 依る 個体 差 に 右 の 例 11 | 2|ePseihg 6 19|27!28| 4 
が ある . 
と の 飼育 に よる 数 値 は 野外 に 於 て ハギ , ナ 記 。 
ン テ ン ハギ 等 を 食 草 と し て 生育 し た も の と 推 成虫 前 麹 長 
定 され る 時 期 に 非常 に 小型 の も の が 多く 見 ら | 食 草 体長 mm) 体 店 mm) MN 
れ て 一 致す る . ( 別 報 ) ※ ギ 10.0 3.0 14.0 
食 草 に 嗜好 順位 の ある こと と は 第 1 報 22 に も 
報じ た と お り で ある が , 嗜好 性 と 食 草 と し て ビー 人 9.3 3.1 13.5 
の 栄養 価値 は 概ね 一 致し て いる が , 生々 異 る 
と こと ころ も ゃ 見 られ る 昨年 は 自宅 に フジ マメ , ク ズ 10.2 4.1 16.5 
キヌ サヤ エン ドウ , サヤ エン ドウ を 各 40 株 栽 
培 し た .。 フ ジマ メ は 6 月 下旬 か ら 花 が 見 られ 3 ヌス 10.3 | 3.9 15. 4 

















エン ドウ 類 は 9 月 上 旬 か ら 開 花 し た . フジ マ 


メ へ の 産卵 は 8 月 2 日 以来 常時 多数 見 られ 
だ 





くつ け て いる エン ドウ 類 に は 卵 が 見 られ な か っ た . 


[備考 : 各々 平均 値 で ある ] 





1) 千葉 県 印 座 都 印西 町 木下 仲町 


2) 植物 防疫 


15(8), 1961 


10 月 10 日 台風 6124 号 に より 花 は 全部 落 され 固い 墓 だ け に な っ た が 依然 多く の 成虫 が 飛来 産卵 を 続け , 花 を 多 
11 月 5 日 に フジ マメ を 取り 除く まで の 全 期 間 に エ ンド ウ 類 に 
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は 僅か 2 ケ の 産卵 か あっ た に 過ぎ な い . と れ が 11 月 12 日 に は 14 花 
中 6 卵 , 11 月 15 日 に は 23 花 中 16 卵 を 得 ら れ た . と の 2 食 草 に よる 
赴 の 大 き さ を 比較 すれ ば 次 の と お り で ある . 














ニニ 

















区 分 体 巾 (mm) 体 長 (mm) 








食 草 へ 、| 平均 | 最長 | 最短 | 平均 | 最長 | 最短 





エン トド トウ 4.30 4.5 4.0 10.8 | 11.5 | 10.0 








フジ マメ 3.64 | 4.75 3.0 | 10.35 | 11.0 9.0 
































〔 備 考 : 平均 は 各 20 の 平均 値 〕 


野外 の 成 中 も 秋期 促成 サヤ エン ドウ に よっ て 生育 し た も の と 推 
定 さ れる も の に 大 型 の も の が 多い . (但し これ は 気温 の 関係 も 大 
きい よう で ある . 12 月 頃 低温 期 の 飼育 で は 小型 の も の が 多い . 10, 
ーー し 11 月 頃 の 気温 が 生育 に 好適 で ある と 言え る か も 知れ な い ) モン シ 

た 側 ( 飼 ioe 食 草 サヤ テン ドウ ロ チ ョ ウツ に 寂 い て 人 須田 孫 七 氏 の 指導 に よる 高円寺 中 の 研究 で は 食 

TE 草 成 分 中 カラ シ を 好む が カラ シン の み で は 成育 し な いと いう と と で 

の の の 2 KU) ある が , ウラ ナミ シジミ の 場合 も 特に 好む 成分 の 多少 が 選 食 順位 

CHR) a NM RD: i 4 oo 

(フジ マメ ), 24/XT, 3/ 巡 2 

る と と は 適当 で な い が 本 間 題 を 提供 し た い . 
食 草 に より 幼虫 の 生育 期間 が 異 り , 生育 期間 の 短い も の に 小型 の も の を 生じ て いる (生態 に て 別 報 ) かがみ は 気 
温 に 就 い て も 言え る よう で ある ・ 10 月 2 日 3 令 , 終 令 各 10 を 9?C の 冷蔵 庫 に 置き , 次 の 様 な 経過 を と っ た . 


月 日 
ON 10/2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15| 室内 平均 気温 
区 分 





















































終 、 倒 | 9C gC 一 »9°C 8°C ーー > 5 > 民 
17.0°C 
3 令 | WC 8°C 一 >9°C 8°C ーー 一 > 球 一 ーーーーー っ > 











冷蔵 庫 内 で は 体 を 収縮 し て 動か ず , 殆 ん ど 摂 食す る と と が な か っ た . それ に も か か わら ず 室 内 に 移し た 幼虫 は 
表 の 通り 幅 化 し て し まっ た . と の と と は 気温 の 低下 は 生育 日 数 は 長期 に 及 ん で も 摂取 量 は 少 い こと を 意味 し て い 
な い だ ろ うか ・. 冬 型 (f. yanagawansis) の 小型 で あや ある と と は と の よう な 点 に 原因 が ある の で は な い だ ろ ちろ う か. 

正常 に 発育 出来 る 素質 を 持ち , 即ち 遺伝 的 に 小型 の 素質 の な いも の が 生育 環境 の 影響 に より 生じ た 個体 変異 が 








次 世代 に 遺伝 する と いう ルイ セン ュ 学 説 か ある が 。 遺伝 学 上 一 般 に 認め られ て いな いよ う で ある . 飼育 の 面 に 於 
て も ゃ 僅少 な 資料 で ある が 次 の よう な 例 が か ある. 10 月 8 日 前 麹 長 13mm の に より (8 は 不明 ) 卵 5 ケ を 得 た . 卵 
の 大 き さ は 平常 の も の と 変り が な い . 10 月 13 日 に 遇 化し , 内 1 が 11 月 4 日 に 開化 し た . 四 の 大 き さ か ら 推 定 すれ 
ば 前 次 長 15mm 位 と 見 られ る も の で ある . 野外 に 於 て の 卵 及 由 か , 同一 場所 に 同一 の 大 き さ の も の が 数 ヶ 宛 見 ら 
れる と と は 同一 母 喋 の 産卵 に よる も の と 見 られ る . 微 気象 並 食 草 に よる 生理 学 的 研究 , 遺伝 の 面 に 条 注 意 し な け 
れ ば な ら な い ・ 房総 北部 に 於 て は 小型 の 成虫 を 得 て 飼育 より 遺伝 的 研究 を 行う こと は 気温 が 低下 し て 出来 な い . 
以上 浅 薄 な 知識 と 資料 に か か わら ず と こと に 報告 し て 本 問題 を 提供 する と と と し た い . 
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2 斑紋 変化 に つい て 

日 本 蝶 類 解説 ( 林 慶 二郎 1951, 6 , 日 新書 院 ) に よれ ば 本 種 の 波状 紋 を 次 の よう に 説明 し て いる . 

「…… 裏 面 は 8 共に 全面 に 淡 褐 色 の 波状 紋 が 多い .」 この 波状 紋 は 一 見 同じ よう で ある が , 仔細 に 比較 すれ 
ば 同じ も の は 一 つも な いと も 言え る 程 変 化 が 多い . 波状 紋 の 濃淡 ,( 白 色 ) 広 狭 , 間隔 , 屈折 方 向 等 を 原色 日 本 蝶 
類 図鑑 (横山 光夫 , 1954, 6 , 保育 社 ) 所 載 の 波状 型 を 標準 と 仮定 し て 比較 する と き 次 の よう な 例 が か ある. 





















採集 月 | 標 浴 変 化 
7 一 8 | 12 (17.4 多 ) | 57(82.6) 





9 | 25 Q6.6%) | 125 (83.4%) 
ーー 10| 50 (13.3%) | 324 (86.7 多 ) 
11-12/ 上 | 14 (10.7) | 116 (89.3%) | 


























12/ 中 -1| 0 35 (100 め ) 
計 101 (13.3%) | 657 (86.7%) 








[備考 : 標準 と し た も の も 概観 に よる も の で , 
詳細 に 比較 すれ ば 殆ど 多少 の 変化 が 
ある .] 





斑紋 の 変化 


調査 個体 も 少く 断定 する こと は 危険 で ある が , この 調査 で は 前 表 の 通り 夏期 より 冬 に 向っ て 変化 の 数 を 増し な 
が ら 人 冬 型 に 移行 し て いる . 前 記 図 鑑 に 「 暖 地 で は 早春 裏面 の 波状 絞 が 乱れ , 後半 肛 門 角 部 の 樽 色 紋 の 減退 し た 冬 
型 が 稀 に 得 ら れる 」, 又 矢野 宗 幹 先 生 は 明治 37 年 に 既に この と と を 「…… 裏 面 波状 型 班 大 い に そ の 数 を 減 ぜ る に あ 
り 3) szvsn 」 と 説明 され て いる . 

冬 型 へ 移行 の 過程 は 1 先ず 褐色 波状 絞 消滅 し , 白色 波状 紋 細 く 薄 く , 2 決 い で 白色 波状 紋 の 一 
部 が 消滅 し て 数 を 減じ , 3 棒 赤 絞 が 減退 し 終 に は 消滅 する . 

12 月 に な っ て も 初 令 幼虫 期 か ら 保温 し て 飼育 すれ ば 第 1 項 の み の も の が 多く , (室内 気温 16 度 位 ) 2 3 令 以 
降 か ら 保温 する も の に は 椅 赤 紋 が 減退 し て 残る る も の が 多い ・ 

12 月 2 日 数 回 獲 を 被っ た 卵 を 採集 し , 15 こ 6"C の 室内 に 移し て 飼育 し た と ころ, 1 月 25 日 に 羽化 し た . これ は 
褐色 波状 絞 が 消滅 し て いる が , 他 は 晩秋 期 に 野外 に 見 られ る も の と 同じ で ある . 





3) 毅 瀬 太郎 : 矢野 先生 と ウラ ナミ シジミ , 北九州 の 昆虫 , 7 (3), 1961 
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波状 紋 の 変化 は 前 門 よ り 後 門 に 多い . 前 次 に 変化 の ある も の は , 変化 ある も の 220 中 32 に 過ぎ ず 圧 倒 的 に 後 超 
に 多い . 

変化 の 最も 多い も の は 波状 紋 間隔 , 位置 の 変化 が 過半 数 を 占め , 次 いで 白色 波状 絞 の 裾 色 , 消滅 , 線 の 方 向 変 
化 , 広 狭 等 で ある . 

前 麹 に 於 て は 淡 褐 色 紋 の 1 一 2 条 多 く 現われ る も の が 案外 多い . 

3 お わり に 

個体 差 に 就 いて は 気象 , 食 草 成分 等 の 生息 環境 か ら 生理 学 的 , 遺伝 学 的 研究 に よら な けれ ば 解明 出来 な い 問題 
で あろ う ・. 波状 紋 変 化 に は 地域 的 の 変化 か な い だ ろ うか . 越冬 地 か ら の 移動 系 統 別 に 大 量 の 成虫 の 比較 研究 か ら 
外国 各地 の も の と の 比較 に まで 及 ん で 初め て 明か する こと と が 出来 る も の で あろ う ・ 

不 充分 で 報告 出来 る よう な も の で は な いか が , 広く 各地 に 於 ける ご 研究 を お 願い し た く . こと に と の 報 文 を 発表 
する 次 第 で ある . (25/1 1962 記 ) 











鹿児島 県 肝属 郡 佐多 町 で 採集 し た ヒメ ジャ ノ メ に つい て 
高 橋 昭 り 
A Morphological Note on Mycalesis gotama in Southernmost Kyusht. 
By AkisA TAkAnAsgr 
ヒメ ジャ ノ メ は わが 国 で は 北海 道 か ら 南 西 諸 島 に か け て 広く 普遍 的 に 分 布 し , 分 類 学 上 北海 道 南 部 か ら 本 州 , 
四国 , 九州 , 種子 島 , 屋久 島 な ど に 分 布 す る subsp. 2gzzzg と , 奄美 諸島 以 南 琉 球 列島 に 分 布 す る subsp. 
madjicosa と に 分 けら れ て いる ・ 


筆者 は 鹿児島 県 肝属 郡 佐多 町 大 泊 に て 1958 年 10 月 23 日 に に ヒメ ジャ ノ メ 1 8 を 採集 し た が , この 個体 は 亜 種 分 類 
上 , また 動物 地理 学 的 に みて 興味 ある も の と 考え , ここ に 報告 する ・ 





{ . Subsp. fulginia, subsp. madjicosa の 特徴 
両 亜 種 と も 原 記載 を 入手 検討 する こと が で き な か っ た の で , 比較 , 特徴 は 白水 隆 , 川副 昭信, 尾 本 恵 市 氏 ら の 
報告 に よっ た . 
subsp. fuZginia は 季節 的 に 斑紋 の 変化 が 少な く , また 地方 的 変異 も 少な い ・ 
subsp. madjicosa は 次 の よう な 特徴 が ある . 
1 ) 季節 型 が ある . 即ち 夏 型 は より 小型 で 雌雄 間 に 大 き さ の 差 が 少な い . 競 表 後 次 第 2 室 眼 状 紋 は 8 に お いて 
展 々 痕跡 的 と な る . 裏面 眼 状 紋 は 大 きく 互い に 連続 する こと も 少な く な い ・ 外縁 の 2 帯 は ほとん ど 同 幅 , あ 
る い は 内 側 の も の が 和 精 広く な る に 過ぎ な い ・ 
2 ) 後 殊 表面 第 2 室 に 例外 な く 丈 紋 を 有する ・ 夏 型 で は 療 跡 的 に な る が 常に 認め られ る . 
3 ) 両 燃 共 裏面 の 淡色 帯 は 太く 明瞭 で , これ に よっ て 分 けら れる 内 方 と 外 方 と は 地 色 の 差 が 少な い ・ 
4 ) 眼 状 絞 外 側 黄 環 は 枢 色 を 帯び て 幅 が 狭い . 
5 ) 後 贅 裏 面 第 3 室 に は 常に 環 紋 を 欠く . 
6 ) 両 交 裏面 外縁 に 沿う 濃 色 の 細い 線 条 紋 の 間 は 濃淡 の 差 の 少な い 2 淡色 帯 を 形成 し , その 内 側 の も の は 
Subsp. げ z7gzzzg の も の 程 幅 が 広く な ら な い . 
7 ) subsp. madjicosa は 産地 に より 変化 が 著しい . 例え ば 石垣 島 産 の も の は 裏面 の 白色 帯 が 更に 広く , 有 眼 状 紋 
殊 に 後天 裏 面 第 2 室 の 眼 状 紋 の 発達 が 著しい ・ 





1) 名 古屋 市 瑞穂 区 松栄 町 1 一 70 
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